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	応用
	抗原情報
	背景
	このタンパク質はリポカリンファミリーに属し、血中におけるレチノール（ビタミンAアルコール）の特異的な輸送体です。肝臓に貯蔵されたレチノールを末梢組織へ輸送します。血漿中では、RBP-レチノール複合体はトランスサイレチンと相互作用し、腎糸球体からの濾過によるレチノールの損失を防ぎます。ビタミンA欠乏は、この結合タンパク質の翻訳後分泌を阻害し、表皮細胞への輸送と供給に障害をもたらします。（RefSeq提供）
	研究分野
	-
	画像データ
	

	赤: コントロール抗原 (100 ng); 紫: 抗原 (10 ng); 緑: 抗原 (50 ng); 青: 抗原 (100 ng);
	

	RBP4マウスmAb（緑）を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	RBP4 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した HepG2 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	RBP4 マウス mAb と DAB 染色を使用した、パラフィン包埋ヒト肝臓癌組織 (左) と胃癌組織 (右) の免疫組織化学分析。

